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日本における原子力関連事故 

1. 広島への原子爆弾投下（1945） 

2. 長崎への原子爆弾投下（1945） 

3. 第五福竜丸事故（水素爆弾実験による放射線被曝）
（1953） 

4.  JCOにおける臨界事故（1999） 

5. 巨大地震と津波による原子力発電所事故（2011） 

第五福竜丸事故の時には日本の地球化学者、分析化学者、放射化学
学者が協力し，放射性物質による被爆の実態、および環境への放射性
核種の分布に関して科学的なサーベイを行った。  



本講演では東京電力福島第一原子力発電所事故
に関連して、以下の話題について述べる； 

1. 放射性物質の分散過程に関する分野横断的取り
組みについて 

2. 福島県における土壌中の放射性核種の組織的
調査（放射性核種分布マッププロジェクト）の概要 

3. 東京都の水道水中の放射性核種のモニタリング 
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• 131I, 129mTe, 137Cs, 134Cs (kBq m-2 at 3/29) 

• 131I/137Cs 

• Effective dose rate monitors 

– Fukushima-shi 

– Iwaki-shi 

– Kashiwa-campus at the University of  Tokyo 

• 129mTe/137Cs 

• 129mTe/131I 

(Case 1) 

 

福島、茨城、及びその近傍で採取された土壌試料中の放射性
核種濃度（末木、木下他；筑波大学） 



3月29日の土壌表面における放射性核種濃度（１） 

(a) 131I (b) 129mTe 



3月29日の土壌表面における放射性核種濃度（２） 

(a) 134Cs (a) 137Cs 

Chernobyl standard (kBq/m2 as 137Cs) 
37-185: Unnamed zone 
185-555: Periodic control zone 

555-1480: Permanent control zone 
1480- : Confiscated zone 
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3月29日の土壌表面における放射性核種濃度比 
137Cs/131I 



(1) 理化学研究所和光研究所仁科記念館屋上で採取された大気浮
遊塵中の放射性核種濃度測定 (kBq cm-3) 

  ( 131I, 132Te, 137Cs, 136Cs, 134Cs, 99Mo, 140Ba, 140La) 

(2) 理研和光研究所における1時間あたりの実効線量（mSv/h)  

 

(Case 2) 

 

埼玉県和光市理化学研究所で採取された大気浮遊塵中の放
射性核種濃度（羽場、神原他；理化学研究所） 



福島第一原子力発電所 

和光理化学研究所 

222 km 

N 

和光理化学研究所の所在地 









(1) 首都大理学部棟の屋上で採取された大気浮遊粒子（SPM）中の
放射能濃度 (Bq m-3) 

  ( 131I, 134Cs, 137Cs) 

 

(Case 3) 

 

首都大学東京（東京都八王子市）で採取した大気浮遊塵中の
放射性核種濃度 (大浦、海老原；TMU, TMU) 



サンプリング: 

 33.4 L / min for TSP 

 16.7 L / min for PM2.5 

4月19日までは1日一度、石英フィルタ
−；4月19日以降は2日に一度；4月
23日以降は活性炭フィルター 

試料採取位置（首都大東京） 

240 km 

TMU, Hachioji 



PM2.5 / TSP 
放射能濃度(in Bq/m3) 
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(From home page of  CSTP) 
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3. 東京都における水試料中の放射能モニタリング（首都大
と東京都の連携活動） 

 

対象:  

(1) 原水(未浄化水) （飲用水に利用するためのもの） 

(2) 浄水(飲用水) 

(3) 東京湾の水 
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東京都の飲用水浄水施設の所在地 



(Data by Y. Oura)          



東京湾の試料採取位置
(東京港) 

試料採取: 

月曜から金曜まで毎日(4月14日以降) 

表面水500 mL 



放射能濃度 [Bq/L] 

(Data by Y. Oura) 

 


